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１．まえがき 

 著者らは，これまでに廃石膏ボード由来再生石膏（二

水石膏，半水石膏，無水石膏）の地盤改良材としての

適用性 1),2)を検討するとともに，再生半水石膏の品質管

理法 3),4)についての提案を行ってきた。さらに，地盤改

良材として用いるために地盤情報の 1 つである含水比

に着目し，石膏安定処理土の含水比推定式の提案 5)も

行ってきた。 

 これらの一連の研究により，再生半水石膏の地盤改

良材としての有効性を確認することができたが，その

一方で半水石膏が有する特異性，すなわち，短時間（通

常 20～30 分）で硬化するなどの特性から，地盤改良材

として用いた場合，加水量の多少はもちろんのこと，

撹拌時間や撹拌後の放置時間などの長短が改良効果に

大きな影響を及ぼすことが予想され，施工上，留意す

べき点が多々あることが明らかとなってきた。 

 これより，石膏ボード生産量の増加にともなって，

建築現場等から排出される廃石膏ボードの量も年々増

加している昨今，廃石膏ボード由来再生石膏のさらな

る有効利用を促進するためには，まず，半水石膏に加

水して固化した二水石膏（以後，半水石膏固化体と称

する）の基本的な強度，変形特性を十分に把握してお

く必要がある。その際の着眼点としては，加水量，撹

拌時間，撹拌後の放置時間などが挙げられる。 

 そこで，本研究では，再生半水石膏固化体に対して

一軸圧縮試験を行ったのでその結果について報告する。 

２．試料および試験方法 

 試験には，廃石膏ボード由来再生二水石膏の 2mm

ふるい通過分試料を恒温乾燥炉に静置し，炉乾燥温度

90℃で 24 時間炉乾燥 3),4)することによって半水石膏化

した試料を使用した。 

 供試体の作製にあたっては，地盤工学会基準「安定

処 理 土 の 締 固 め を し な い 供 試 体 作 製 方 法 」

（JGS0821-2009）6)に準拠して行った。 

 具体的には，再生半水石膏を 200g 正確に計量して容

器に入れ，加水率 W=125%となるように加水してゴム

ヘラで十分に撹拌し，撹拌後直ちに，あらかじめ剥離

剤を塗布したプラスチック製の軽量型枠（内径 5cm，

高さ 10cm）に試料を流し込み，気泡を除去するために

振動を加えた。その後，余盛した軽量型枠ごとラップ

で密封してから温度 20℃の恒温器内で最長 360分間空

気中養生を行った。ここで，加水率 W(%)とは，加え

た水の質量の再生半水石膏の質量に対する比を百分率

で示したものである。 

 先にも述べたように，半水石膏の硬化時間が短いこ

とより供試体作製時に要する時間が石膏固化体の強度，

変形特性に大きな影響を及ぼすことに配慮し，試験結

果の再現性を確保するために，加水してから撹拌が終

わるまでの時間を 30 秒間，その後，型枠内に試料を詰

め終わるまでの時間を 30 秒間とし，試料を型枠に流し

込み始めてから 60 秒間，小型振動器を用いて試料を詰

めることとした。 

 所定の養生時間が経過した時点で余盛部分を直ナイ

フで成形後，脱型して質量，直径，高さの計測を行い，

ひずみ速度 1%/min の条件下で一軸圧縮試験 7)を行っ

た。一軸圧縮試験はデータのばらつきを考慮に入れて，

1 条件当たり 3 本の供試体に対して行うものとした。

なお，供試体端面と加圧板との間の摩擦を低減するた

めにフィルムシートによりルブリケーションを施した。 

３．再生半水石膏固化体の強度，変形特性 

 図-1は，加水率 W=125%の場合の養生時間 tの経過

にともなう一軸圧縮強さ quの推移を示す。図より，供

試体作製後 t=10分で一軸圧縮強さ quが 723～834kN/m2

となっており，その後の時間の経過にともなって quは

僅かに増加し，360 分が経過した時点で qu=886～

912kN/m2に達している。また，養生時間 tが長くなる

につれて一軸圧縮強さ qu のばらつきが小さくなって

いることがわかる。 

 図-2は，加水率 W=125%の場合の養生時間 tの経過

にともなう破壊ひずみ(εa)fの推移を示す。図より，養

生時間 t=10 分では，破壊ひずみ(εa)fは 0.36～0.40%と

なっており，その後の養生時間 t の経過にともなって

ばらつきが認められるがほぼ一定値を示しており，養
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試料：再生半水石膏
粒径：2mmふるい通過分
加水率：125%
撹拌時間：30秒

 
図-1 養生時間と一軸圧縮強さとの関係 
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生時間 tが 360 分では 0.38～0.62%となっている。 

 図-3は，加水率 W=125%の場合の養生時間 tの経過

にともなう変形係数 E50 の推移を示す。図より，供試

体作製後，t=10 分で変形係数 E50が 290～340MN/m2に

達しており，その後の時間の経過にともなって E50 は

漸増し，360 分が経過した時点で E50は 285～388MN/m2

に達している。また，その傾向は図-1に示した一軸圧

縮強さ quとほぼ同様であることがわかる。 

 図-4 は，図-1 と図-3 に示した今回の実験に用いた

全ての供試体の一軸圧縮強さ quと変形係数 E50との関

係を示す。図より，E50/quの値は，266 から 448 の範囲

にあり，両者の間には次式(1)に示すような直線関係が

成立している。 
                650.035950  rqE u

           (1) 

４．まとめ 

 本研究では，再生半水石膏固化体の基本的な強度，

変形特性を評価するために，一軸圧縮試験を行い，養

生時間の経過にともなう一軸圧縮強さ，破壊ひずみ，

変形係数の測定を行った。 

 本研究により得られた主要な結果を以下に列挙する。 

(1)養生時間 t=10 分で一軸圧縮強さ qu が 723～

834kN/m2に達しており，その後の時間の経過にともな

って qu は僅かに増加し，360 分が経過した時点で

qu=886～912kN/m2に達している。 

(2)一軸圧縮強さ quと変形係数 E50との間には直線関係

が成立している。 
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試　料：再生半水石膏
 粒　径：2mmふるい通過分
加水率：125%
撹拌時間：30秒

 
図-3 養生時間と変形係数との関係 
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試　料：再生半水石膏
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図-4 一軸圧縮強さと変形係数との関係 
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図-2 養生時間と破壊ひずみとの関係 
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